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2020年４月、私は大学進学を機に和歌山県
での下宿を始めました。当時の私は1年浪人生
活を経ていたこともあって、念願の大学生活が
送れると心躍っていました。しかし待っていたの
は新型コロナウイルス感染症拡大による完全自
粛でした。入学式だけでなく授業開始時期も延
期。初めての土地ということもあり、友人はおら
ず、ただ一日中部屋に引きこもる時期が続いてい
ました。当時は同じような境遇の大学生が全国
にいたのではないかと思います。
新型コロナウイルス感染症拡大が落ち着き始
め、大学の授業もスタートしてSNSやZoomを
通して徐々に友人関係を作ることができてきたそ

んなある日、私はある
団体を知りました。そ
れは 現 在 私 が 代 表
を務めている学生団
体 WAKA × YAMA
で す。 こ の 団 体 は

「不条理な生きづらさ」
をなくすというビジョ
ンを掲げ、和歌山県
に存在する社会問題
を若者の力で解決す

るべく活動しています。この団体の主な活動は毎
年夏に開催しているWAKA×YAMA SUMMER 
IDEATHONという課題解決型プログラムです。
このプログラムの主役は和歌山県内の学校に通
う中高生であり、その年のテーマに関して見つ
けた課題に対する解決策を考えます。約3か月
間のプログラムの集大成となるシンポジウムでは、
地域住民の前で発表を行います。大学生は中高
生のチームに対して一人ずつメンターとしてつき、
中高生のサポートを行います。私が団体に加入
した2020年度のIDEATHONのテーマは「メン
タルヘルス」で、当時高校3年生二人のチーム
のメンターを任せてもらい、若者が抱えている生
きづらさについて真剣に考え、解決策を検討しま
した。
2021年度、私は2020年度以上に団体の中心
的な立場で関わるようになりました。いつか起
こると予測されている南海トラフ地震により、和
歌山県は甚大な被害を受けると想定されていま
す。また、未曾有の大災害となった東日本大
震災から10年という節目の年であることもあり、
IDEATHONのテーマを地震・津波への「防災」
に決めました。
プログラムを一から考えて作り上げるということ

は、今まで私が経験してきたどんなことよりも大
変であると同時にやりがいがあり、自分自身を非
常に成長させてくれるものでした。長い準備期間
を経てプログラムが開始してからはあっという間
に時間が過ぎました。シンポジウムでは、1年か
けて作り上げたものが完成したという、何物にも
代えがたい体験をすることができました。
新型コロナウイルス感染症拡大後、ほとんどの人
の生活に何らかの影響が出たと思います。私のよ
うな大学生も、部活や遊び、授業すら例年通り行
えない生活が今も続いています。誰もが自分ごとに
せざるを得なかったパンデミックと
いう「災害」。災害大国日本に暮ら
す私たちは、今こそ日常の大切さ
を再認識し、「いつか」に備えて防
災に取り組むことが必要とされて
いるのではないかと思います。

WAKA×YAMA SUMMER IDEATHON 2021　～コロナから考える防災～
学生団体WAKA×YAMA2021年度代表　和歌山県立医科大学医学部２年　山﨑 稜大

第25回東北大学医学祭　～新しい形の医学祭を目指して～
第25回東北大学医学祭実行委員会　委員長　井手田 凌

ドクタラーゼをご覧の皆様、はじめまして。第
25回東北大学医学祭実行委員長を務めます、
東北大学医学部５年生井手田凌と申します。 東
北大学医学祭は、医・歯学部からなる東北大学
星陵キャンパス独自の行事で、学生が中心とな
り運営します。医学にまつわる企画が多い行事
ですが、堅苦しいものではなく、楽しみながら学
べる企画や、出店などのお祭りならではの企画
が開催されます。３年ごとに開催され、これま
で24回の歴史を誇ります。そして今年10月に第
25回を開催する運びとなりました。 
近年の医学祭では、毎回、テーマを設けていま
す。今回のテーマは「Connect ～私と医療と世
界と～」です。今年のテーマには、「医学祭を通
じて医療をより身近に感じてほしい。更に、新た
な技術を生かして世界との繋がりも強めたい」と
いう思いが込められています。
新型コロナウイルス感染症の流行開始から２年
以上が経ちました。そんななか、感染症と戦う
医療界が普段以上に注目を浴びるようになった
のは世の中の大きな変化の一つだと考えます。

加えて、人々の接触が減る一方で、オンラインで
人と人のつながりを支える技術が普及したことも
大きな変化だと感じます。今回、私たちはこの
状況を逆手に取って、従来同様に「医学を身近
に感じてもらうための企画」だけでなく、新しく

「どこからでもオンラインで参加できる企画」を
取り入れました。具体的な企画を二つご紹介しま
す。一つ目は、「体の中を冒険する」をテーマに、
謎解きやクイズを楽しむことを通じて、医学に親
しみを持ってもらう企画です。二つ目は、従来の
現地での講演会の開催に加えて、中継を併用し
ての実施を予定している企画です。オンラインの
技術を生かして、各地の方々に貴重な話を聴く
機会を提供したいと考えています。他にも様々な
魅力的な企画を準備しています。 
最後になりますが、先生方、先輩方、そして何よ
り実行委員会のメンバーのおかげで、この前代
未聞の状況で医学祭の開催を目指すことができ
ます。医学祭に関わってくださるすべての方々に
感謝し、成功に向けて活動を続けてまいります。
もうしばらくお力添えをお願いします。

そして、医学祭は我々だけでは成功させることは
できません。医学祭にご来場の皆様の存在があ
ってこそ医学祭は完成します。皆様に満足いただ
ける企画を作るため、更に準備を進めてまいり
ます。星陵キャンパスで皆様をお迎えできること
を祈念しております。よろしけれ
ば、医学祭のホームページや各
種SNSをご覧いただき、続報を
お待ちいただければ幸いです。こ
こまでお読みいただきありがとう
ございました。 【WEB】

【WEB】
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

※寄稿：2022年２月
※寄稿者の所属は寄稿時のものです。

 【夏期セミナー（夏セミ）とは？】
キャッチコピーは「学び、つながり、未来が広が
る。家庭医療と総合診療のお祭り、夏セミ！」で
す。全国の医学生・医療系学生・若手医療従事
者 300名と家庭医療・総合診療に携わる 200
名を超える先生方が集まります。
セミナーは全員参加の「企画」と、各人が興味
のあるテーマを選択して参加する「セッション」
で成り立っています。３日間を通して、家庭医療
学の全体像の基礎から応用を学び、日本の医
療や自分のキャリアに考えを巡らせてみましょう。
学部や職種、年齢を超えた多様な視点に出会え
るはずです。
 【こんなあなたはぜひご参加ください！】
・家庭医療、総合診療ってなんだろう？

・

まだ1年生でこういった集まりに参加したことが
ないけれど大丈夫かな？
・大学や学部を超えて、全国の色々な仲間と出
会いたい！
・地域医療や多職種連携に興味がある！
・家庭医・総合診療医の先生方と話したい！
・夏休みにとにかく楽しい思い出をつくりたい！
 【夏セミの魅力】
①大学ではなかなか学べない家庭医療学の面白
さに触れることができます！　家庭医療学とは、
学ぶことで診療上手になれる学問です。例えば、
疾患だけでなく心理・社会的側面にも注目したり、
患者を全人的に理解して共通の理解基盤を作る
ための手法を学んだりします。
②全国に友人を作り、視野を広げる絶好のチャ
ンスです！　全国各地の医療事情、ご当地自慢、
そのほか、ここでしか聞けない話がいっぱい！夏
セミでつながった先生のところへ病院見学に行く
ことも可能です！
③自分だけの夏期セミナーを作って、自分の興
味・学びを深められます！　セッションではおよ
そ30 個から興味ある4個を選択。参加者同士
と先生方との双方向のワークショップなので、オ
ンラインであっても充実した学びを得られます。

日時：2022年8月6日（土）～ 8日（月）
形式：Zoomによるオンライン開催
定員：300名　※定員になり次第締め切り
参加者の対象：医学生・医療系学生・医療従事
者（原則卒後5年目まで）
参加費：3,000円
申込：5月中旬より、ホームペ
ージで受付開始予定
WEB：http://www.jpca-srs.
umin.ne.jp/wp/kasemi　
あるいは「夏期セミナー」と検
索してください！

第34回 学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー　参加者募集！
日本プライマリ・ケア連合学会　学生・研修医部会

第９回　慶熙（キョンヒ）大学遠隔鑑別診断
NPO法人KnotAsia

2021年11月23日（火）、「第９回　慶熙（キョ
ンヒ）大学遠隔鑑別診断」が実施された。
本企画は「医療を通じてアジアを結ぶ」ことを会
是に活動するNPO法人KnotAsia主催の企画。
ある症状の模擬患者を設定し、西洋医学と東洋
医学、それぞれの知見から鑑別診断を実施する。
発案は同NPO法人代表である大村和弘医師（東
京慈恵会医科大学講師）、市川剛医学部専門予
備校YMS代表。本年度のテーマは「めまい」。
企画当日は東京会場に金井晶子医師、春田侑
亮医師、日本医科大学・北里大学の医学生が
集い、韓国・慶熙大学では金奎錫（キム・ギュソ
ク）教授を筆頭に医師や医学生が集った。また、
大分大学の医学生らや日本語・韓国語の通訳者
もオンラインにて参加し、見学者も含め総勢55
名の国境を越えた９拠点での実施となった。　
めまいを訴える患者への模擬診察は進んでいき、
吐き気や耳が聞こえにくいといった症状を伴って
いることが判明。東京会場の日本医師・学生チ
ームは、西洋医学的に「メニエール病」と診断し、

「抗めまい薬」や「利尿剤」の処方など具体的な
診療計画を挙げた。また、東洋医学的観点から
の診断として、日韓ともに共通していたのは「痰
飲（たんいん）」という、体内の水分が滞った状
態の指摘。また、脾臓の機能低下も指摘された。
診療計画として、「半夏（はんげ）白朮（びゃくじ
ゅつ）天麻（てんま）湯（とう）」「半夏（はんげ）
厚朴（こうぼく）湯（とう）」といった水滞を解消
する漢方薬の処方や、「曲鬢（きょくびん）」「豊隆

（ほうりゅう）」といっためまいや疲れ目に効くツ
ボの紹介もあった。
最後に、金教授から「めまいの患者には、消化
器系、頸椎系の両側面を考えること。めまいは
リンパの循環と関係が深く、『半夏（はんげ）』、

『白朮（びゃくじゅつ）』、『沢瀉（たくしゃ）』、『茯苓
（ぶくりょう）』といった漢方薬が効果的」との東
洋医学のまとめが発表された。大村医師からは

「めまいを繰り返していること、耳の聞こえが悪
いことなど、鑑別診断としてはメニエール病がふ
さわしい」とのまとめの後、「典型的な眼振の例」

や「利尿剤投薬後の耳の聞こえの違い」などの
症例が紹介され、「小脳失調など中枢系の問題
によるめまい」との識別にも注意すること、と結
ばれた。
金教授、大村医師のまとめを聞いた参加者から
は「東洋医学・西洋医学それぞれの見解を、鑑
別診断を通して学べる貴重な機会となった」との
感想があった。日韓の医師、そして医学生らが、
国境を越えて、西洋・東洋医学を自主自学し続
けるシステムを、10周年を機に構築していきたい。

集合写真（Zoomスクリーンショット）。

【WEB】

昨年度の初日企画のワンシーン。

昨年度の懇親会の様子。

【今年のロゴ】
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女子医学生Ａ

一緒の時間を大切にするのは
医師同士の結婚だと

難しいかも…

旭川医科大学３年
出口 貴祥

今回はじっくり皆さんの
お話を聴けて良かったです

女子医学生Ｂ

私はパートナーには
専業主夫に

なってほしいです

て
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
他
に
も
、

「
相
手
が
働
い
て
い
る
方
が
、
話
題

が
増
え
る
か
ら
」「
専
業
主
婦
だ
と

家
に
こ
も
り
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う

が
、
外
で
働
く
と
気
分
転
換
に
な
る

と
思
う
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
が
出

ま
し
た
。

　

一
方
、
働
か
な
い
で
ほ
し
い
理
由

と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
主
に
「
家
事

を
し
て
ほ
し
い
か
ら
」
で
す
。
こ
れ

は
、
医
学
生
と
し
て
自
分
の
将
来
の

激
務
や
収
入
の
安
定
を
加
味
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

女
子
医
学
生
Ａ
（
以
下
、
Ａ
）：
相

手
が
も
し
働
き
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
な
ら
、
専
業
主
夫
に
な
っ
て
も

ら
っ
て
構
わ
な
い
で
す
。
私
は
、
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
る
男
性
を
好
き
に

な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
す
が
、
仕
事

を
辞
め
て
も
専
業
主
夫
と
し
て
頑

張
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
の
姿
を
変
わ

ら
ず
リ
ス
ペ
ク
ト
し
続
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
も
し
経
済
的

な
問
題
が
生
じ
た
ら
、
そ
の
と
き
は

働
い
て
も
ら
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

女
子
医
学
生
Ｂ
（
以
下
、
Ｂ
）：
私

は
家
事
が
好
き
で
は
な
い
た
め
、
む

し
ろ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
専
業
主
夫
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
家
事
を
分
担

す
る
と
な
る
と
、
分
担
方
法
や
お
互

い
の
や
り
方
な
ど
で
揉
め
そ
う
な
気

が
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
も

相
手
が
専
業
主
夫
だ
と
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。

女
子
医
学
生
Ｃ
（
以
下
、
Ｃ
）：
私
は
、

そ
も
そ
も
家
事
を
あ
ま
り
パ
ー
ト

ナ
ー
に
や
っ
て
も
ら
お
う
と
思
わ
な

い
で
す
。
時
間
と
労
力
は
お
金
で
解

決
で
き
る
な
ら
そ
う
し
た
い
と
考
え

て
い
る
た
め
、
家
事
は
で
き
る
限
り

外
注
し
た
い
で
す
。
時
短
家
電
な
ど

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
働
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

特
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
育
児
な
ど
の
た
め
に
専
業
主
夫
に

な
り
た
い
と
言
う
な
ら
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
る
と
思
い
ま
す
。

女
子
医
学
生
Ｄ
（
以
下
、
Ｄ
）：
私

の
場
合
は
、
金
銭
面
で
の
不
安
か
ら

働
い
て
ほ
し
い
で
す
。
も
し
自
分
が

働
け
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
海
外
留

学
や
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
と

き
、
相
手
に
収
入
源
が
あ
ま
り
な
い

状
態
だ
と
、
そ
の
間
の
家
計
も
自
分

に
負
担
が
か
か
る
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
家
に
帰
っ
た
後
に
仕
事
の
意
見
交

換
な
ど
を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
働
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

医
師
同
士
の
結
婚
は
メ
リ
ッ
ト
か

真
：
で
は
、
次
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
が

医
師
だ
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
聴
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
僕
た
ち
の

周
り
の
男
子
医
学
生
に
聴
い
た
と
き

の
答
え
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
ま
ず
挙
が
っ
た

の
は
、「
世
帯
収
入
が
多
く
な
る
」

で
し
た
。
医
師
は
働
き
方
に
関
わ

ら
ず
収
入
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
が
も
し
ア
ル
バ
イ
ト
で

も
、
経
済
的
に
安
定
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
他
に
も
、「
協
力
し
て
開

業
で
き
る
」「
一
緒
に
勉
強
で
き
る
」

「
転
職
が
し
や
す
い
」
と
い
っ
た
意

パ
ー
ト
ナ
ー
に
働
い
て
ほ
し
い
？

真
野
（
以
下
、
真
）：
コ
ロ
ナ
禍
で

飲
み
会
な
ど
が
な
く
な
り
、
医
学
生

同
士
で
集
ま
っ
て
本
音
を
語
り
合
う

機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
僕
た
ち
は
そ
の
代
わ
り
と

な
る
よ
う
な
場
を
作
り
た
い
と
思
い
、

ド
ク
タ
ラ
ー
ゼ
誌
面
を
借
り
て
、
医

学
生
の
匿
名
座
談
会
を
開
こ
う
と
考

え
ま
し
た
。

　

今
回
は
女
子
医
学
生
の
皆
さ
ん
に
、

「
医
師
同
士
の
結
婚
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
を
聴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
男
子
医
学
生
に
対
し
て
は
、

こ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
で
気
軽
に
会
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、

女
子
医
学
生
の
皆
さ
ん
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
に
関
し
て
は
、
普
段
は

ち
ょ
っ
と
聴
き
に
く
い
た
め
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
お
話
を
聴
か
せ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

出
口
（
以
下
、
出
）：
ま
ず
皆
さ
ん

に
お
聴
き
し
た
い
の
は
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
に
は
働
い
て
ほ
し
い
か
？
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
僕
の
知
人
の
男
子

医
学
生
数
人
に
同
じ
こ
と
を
聴
い
て

み
た
と
こ
ろ
、「
働
い
て
ほ
し
い
」「
働

い
て
ほ
し
く
な
い
」
両
方
の
答
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　

働
い
て
ほ
し
い
理
由
と
し
て
挙

が
っ
た
の
が
、「
二
人
と
も
働
い
て

い
た
ほ
う
が
経
済
的
な
リ
ス
ク
が
少

な
い
か
ら
」
で
し
た
。
医
師
は
激
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
を
壊
す
可
能

性
な
ど
万
が
一
の
こ
と
を
考
え

医学生匿名座談会～女子医学生の結婚観を聴いてみた～

↓

コロナ禍で、医学生同士が集まる機会が少なくなった昨今。

日頃なかなか話すことができない本音を語り合うために、医学生が主体となってオンライン座談会を開きました。
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旭川医科大学３年
真野 竣

本音を話していただき
ありがとうございます！

女子医学生Ｃ

学部を聞かれたら「医療系」と
濁して言うときがあります

女子医学生Ｄ

医師以外の人と結婚した
女性医師の話を
聴きたいです

※取材：2021年12月
※取材者の所属は取材時のものです。

要
な
の
で
、
結
婚
し
た
ら
絶
対
に
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
。
し
か
し

先
輩
方
を
見
て
い
る
と
、
結
局
離
れ

て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
印

象
も
あ
り
ま
す
。

Ｃ
：
私
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
常
に

一
緒
に
い
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
で
、

離
れ
て
暮
ら
し
た
り
、
生
活
リ
ズ
ム

が
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
も
問
題
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
婚
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
を
独
占
す
る

権
利
を
お
互
い
に
渡
し
合
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
独
占
権

さ
え
得
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
満
足
で
す
。

Ｄ
：
私
は
も
し
結
婚
し
た
と
し
て
も
、

自
分
の
時
間
を
持
ち
た
い
タ
イ
プ
な

の
で
、
お
互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を

拠
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
に
励

む
暮
ら
し
方
は
む
し
ろ
良
い
な
と

感
じ
ま
す
。
い
く
ら
好
き
な
人
で
も

四
六
時
中
一
緒
だ
と
疲
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
し
、
適
度
に
一
人
の
時
間

も
持
て
る
よ
う
な
距
離
感
が
個
人
的

に
は
望
ま
し
い
で
す
。
私
は
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
双
方

と
も
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
大
切
に

し
て
、
お
互
い
に
譲
っ
た
り
遠
慮
し

た
り
し
な
い
の
が
理
想
で
す
。

Ｃ
：
お
互
い
医
師
同
士
だ
と
、
近
過

ぎ
る
が
ゆ
え
の
衝
突
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
医
師
の
世
界
は
狭

い
た
め
、
小
さ
な
ミ
ス
や
誤
解
が
良

く
な
い
噂
と
な
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
に

伝
わ
っ
て
し
ま
う
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
し

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

Ｄ
：
医
師
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
た
く

な
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

医
師
同
士
だ
と
家
で
も
仕
事
の
話
題

が
中
心
に
な
り
そ
う
で
、
仕
事
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
境
界
が
な
く
な
る
の

で
は
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
私

の
家
は
母
が
開
業
医
で
父
が
会
社
員

な
の
で
、
医
師
同
士
の
結
婚
と
い
う

も
の
が
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

医
師
以
外
と
の
結
婚
っ
て
？

出
：
皆
さ
ん
は
、
医
師
と
そ
れ
以
外

の
職
業
の
方
、
ど
ち
ら
と
結
婚
し
た

い
と
考
え
ま
す
か
？

Ｂ
：
私
は
医
師
の
方
が
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
医
師
は
就
職
し
て
か
ら

も
ず
っ
と
勉
強
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
医
師
で
は
な
い
相
手

が
家
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
き
に
、

ひ
と
り
で
勉
強
し
て
い
る
の
は
寂
し

く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
が
近
い
と

い
う
こ
と
は
大
き
い
気
が
し
ま
す
。

Ｄ
：
私
は
医
師
以
外
の
人
で
も
良
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
学
部
の

人
と
話
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
価

値
観
の
違
い
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い

で
す
し
、
今
後
も
し
相
手
と
収
入
に

差
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

で
相
手
が
卑
屈
に
さ
え
な
ら
な
け
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
働
き
始
め
る
と
出
会
い
の

場
は
職
場
し
か
な
く
な
る
た
め
、
消

極
的
な
理
由
で「
医
師
し
か
い
な
い
」

と
考
え
る
女
子
医
学
生
が
周
り
に
多

い
と
は
思
い
ま
す
。

Ａ
：
確
か
に
、
卒
業
後
も
臨
床
研
修

な
ど
で
忙
し
く
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
は
取
り
に
く
い
で
す
よ
ね
。

　

私
は
そ
も
そ
も
、
医
師
以
外
に
女

性
医
師
を
恋
愛
対
象
に
見
て
く
れ
る

男
性
が
い
る
の
か
ど
う
か
が
気
に
な

り
ま
す
。
医
師
以
外
の
人
に
は
、「
稼

ぎ
が
良
さ
そ
う
」「
頭
が
い
い
」「
勉

強
ば
か
り
し
て
き
た
人
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
ど
う
し
て
も
結
婚
相
手
は
医
師

し
か
い
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
す
。

Ｂ
：
確
か
に
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
医
学
部
と
告
げ
た
時
、
他
大
学
の

他
学
部
の
男
子
学
生
に
少
し
引
か
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
：
私
も
そ
れ
が
嫌
で
、
何
を
専
攻

し
て
い
る
か
聞
か
れ
る
と
「
医
療

系
」
と
濁
し
て
言
う
と
き
が
あ
り
ま

す
。
医
学
生
だ
と
告
げ
て
し
ま
う
と
、

私
自
身
で
は
な
く
肩
書
き
だ
け
を
見

て
話
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

で
も
、
そ
ん
な
理
由
で
将
来
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
同
じ
医
師
に
限
定
し

見
が
あ
り
ま
し
た
。

出
：
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、

医
師
は
通
常
業
務
に
加
え
て
、
夜
も

当
直
や
オ
ン
コ
ー
ル
が
入
る
た
め
、

「
生
活
リ
ズ
ム
が
合
わ
ず
家
で
会
え

な
い
」「
休
み
も
合
わ
せ
づ
ら
い
」

と
い
っ
た
す
れ
違
い
を
危
惧
す
る
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

Ｂ
：
確
か
に
、
金
銭
的
な
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
で
す
ね
。
私
が
デ
メ
リ
ッ

ト
だ
と
感
じ
る
の
は
、
大
学
や
自
治

体
の
都
合
に
よ
る
異
動
で
パ
ー
ト

ナ
ー
と
離
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
手
が
同
じ

医
局
で
あ
っ
て
も
、
異
動
先
に
よ
っ

て
は
単
身
赴
任
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
住
む
場
所
の
問
題
は
大
き
な
デ

メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
別
居

は
し
た
く
な
い
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

に
は
日
々
の
愚
痴
を
聴
い
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、
ま
た
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
仕
事
に
向
か
い
た
い
で
す
。

Ａ
：
私
も
パ
ー
ト
ナ
ー
に
今
日
一
日

の
こ
と
を
聴
い
て
も
ら
う
時
間
が
必

て
し
ま
う
の
も
も
っ
た
い
な
い
で
す

よ
ね
。

Ｄ
：
医
師
以
外
の
人
と
結
婚
し
た
女

性
医
師
の
話
を
聴
い
て
み
た
い
で
す

ね
。
そ
れ
を
聴
い
た
ら
、
女
子
医
学

生
も
他
の
職
業
の
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
み
よ
う
と
い
う
意
識
が
持
て
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。

Ｃ
：
そ
れ
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
別
の
学
部
に
進
ん
だ
高
校
時
代

の
友
人
に
話
を
聴
い
た
り
、
そ
の
友

人
の
知
人
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
、
医
学
生
以
外
の
学
生
と
交
流

を
持
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
す
れ
ば
、
ま
た
世
界
が
広
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

真
：
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
子

医
学
生
な
ら
で
は
の
悩
み
に
、
僕
自

身
は
気
付
け
て
い
な
い
部
分
が
色
々

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

出
：
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
を
し
て

い
る
立
場
と
し
て
、
ま
た
今
後
一
緒

に
働
い
た
り
研
究
し
た
り
す
る
立
場

と
し
て
、
今
回
じ
っ
く
り
お
話
を
聴

け
て
良
か
っ
た
で
す
。
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上野 裕生

川口 菜々子
No.35

1989年生まれ。愛知県出身。
大学の文系学科を卒業し、自
治体職員として勤務。学士編
入学後に、社会人経験のある
４人の学生で旭川フレイルプロ
ジェクトを設立し、フレイル予
防の普及に取り組んできた。地
域との関わりを生かして生活を
支える医療に携わるため、将来
はリハビリテーション科を志望。
趣味はクロスカントリースキー。

上野 裕生
（旭川医科大学５年）

profile

川
口
（
以
下
、
川
）：
２
０
１
８
年

に
上
野
さ
ん
が
中
心
と
な
り
設
立
し

た
旭
川
フ
レ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

私
は
１
年
生
の
時
に
加
入
し
、
こ

れ
ま
で
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
学
生
の
立
場
か
ら
フ
レ

イ
ル
*予
防
の
普
及
に
取
り
組
む
と
い

う
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
？

上
野
（
以
下
、
上
）：
僕
は
社
会
人

を
経
て
医
学
部
に
編
入
学
し
た
の
で

す
が
、
同
じ
編
入
生
の
友
人
の
ほ
と

ん
ど
が
元
医
療
職
で
、
皆
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
な
か
で
、
患
者
さ
ん
と
対

等
な
関
係
を
築
く
こ
と
の
難
し
さ
を

経
験
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学

生
と
い
う
立
場
を
生
か
し
、
地
域
の

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

題
材
を
フ
レ
イ
ル
に
決
め
た
の
は
、

フ
レ
イ
ル
を
切
り
口
に
様
々
な
活
動

が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
分

野
横
断
的
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
元

医
療
職
の
仲
間
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か

ら
意
見
交
換
を
し
て
、
新
た
な
発
見

に
つ
な
げ
た
り
、
ま
た
外
部
の
様
々

な
職
種
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
も
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、
同
じ
医
学
生
が
描
き
出
す
こ
の
企
画
。

今
回
は
対
談
形
式
で
お
送
り
し
ま
す
。

*フレイル…加齢により心身が虚弱になり、健康な状態と要介護状態の中間であるが、適切な介入を行うことで生活機能の維持向上が可能な状態を指す。 42



1999年生まれ。北海道出身。
2年前に友人の誘いでフレイ
ルカフェに参加し、この活動
に興味を持つ。大学では旭
川フレイルプロジェクトの他
に室内合奏団に所属。バイオ
リンは大学から始めた初心者
ながら、2022年3月に開催
された第30回北日本医科学
生オーケストラに参加。

川口 菜々子
（旭川医科大学３年）

profile

　

川
口
さ
ん
が
加
入
し
た
動
機
は
何

で
し
た
か
？

川
：
自
分
た
ち
で
一
か
ら
計
画
を
立

て
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
に
、
部
活
動
と
は
ま
た

違
う
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

将
来
自
分
が
医
師
と
し
て
患
者
さ
ん

と
接
す
る
と
き
、
相
手
の
背
景
を
想

像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
き
た
い

と
考
え
て
い
た
の
で
、
地
域
の
方
と

た
く
さ
ん
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

上
：
確
か
に
、
僕
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
方
と

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
「
フ
レ
イ
ル
カ

フ
ェ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
簡
単

に
で
き
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し

た
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
F
M
ラ
ジ
オ
局
の
番
組
を
自

分
た
ち
で
制
作
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
関
す
る
健
康
情
報
や
地
域
の
情
報

を
発
信
し
ま
し
た
。

川
：
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
地
域
の
施

設
に
高
齢
者
を
招
い
て
リ
モ
ー
ト
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
こ
で
伺

っ
た
お
話
を
も
と
に
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大

切
に
し
て
い
る
も
の
や
、
参
加
し
て

い
る
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
地
域

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

方
々
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
自
粛
生

活
が
長
引
く
こ
と
で
、
高
齢
者
の
体

が
弱
っ
た
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
た

り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地

域
活
動
に
参
加
す
る
高
齢
者
も
減
っ

て
き
て
お
り
、
私
た
ち
の
活
動
が
一

助
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

上
：
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

自
分
が
医
師
に
な
っ
て
か
ら
、
患
者

さ
ん
を
診
な
が
ら
地
域
と
関
わ
っ
て

い
く
方
法
の
輪
郭
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
肩
書
き
の

な
い
学
生
と
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
方
に
気
軽
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
た
こ
と
は
大
き
な
利
点
で
し
た
。

川
：
上
野
さ
ん
の
卒
業
後
は
、
私
た

ち
後
輩
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
：
こ
の
活
動
は
当
初
、
僕
と
友
人

た
ち
だ
け
で
、
も
っ
と
短
期
間
で
行

う
予
定
で
し
た
。
で
す
が
、
川
口
さ

ん
の
学
年
が
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と

で
流
れ
が
変
わ
り
、
次
の
学
年
に

活
動
を
引
き
つ
い
で
い
け
る
団
体
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
皆
の
や
り

た
い
こ
と
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

川
：
社
会
人
経
験
の
あ
る
先
輩
た

ち
の
中
に
飛
び
込
む
の
は
勇
気
が
い

り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
加
わ
る
こ

と
で
他
の
学
生
も
参
加
し
や
す
く
な

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
そ

う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
と
い
う
立
場
だ

か
ら
こ
そ
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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